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情報の領域（仮称）、情報・技術科（仮称）の体系整理の方向性（案）

これまでの検討経緯と明らかになった課題（体系の構造化と可視化）

⚫ これまで情報・技術WGでは、①情報活用能力の体系、②情報活用能力の抜本的な向上が目指す姿、③情報の領域や情報・技術

科の目標や見方・考え方、④育成すべき資質・能力、⑤AIやメディアリテラシーを含む個別の学習内容について検討を進めてきた

⚫ とりわけ個別の学習内容については、新たな領域や教科を創設するという重要性も踏まえ、ねらいとする資質・能力を確実に育成できる

よう、具体的な学習内容のイメージまで落とし込んで整理を試みてきた

⚫ こうした中、全体として検討は進みつつある一方、各学習内容相互のつながりやまとまりの整理は道半ばであり、情報の領域や情報・技

術科全体としてどのように学びが積み上がるのかが十分明らかになっていない等の課題が残っている

⚫今後、教育課程企画特別部会及び総則・評価特別部会における、情報の領域付加、情報・技術科創設に伴う標準授業時数の増

加（※）についての教育課程全体を見通した観点からの検討・判断に資するためには、各学習内容と育成すべき資質・能力との関係を

体系的に整理しつつ、最終的にどの程度の授業時数が必要となるのかの目安、そのことにより他教科等がどのように裨益するのかを含

め、新教科・領域の必要性を明確な形で示すことが情報・技術WGの責務ではないか

（※）諮問で示した年間の標準総授業時数を現在以上に増加させない方針が前提

今後のスケジュール（案）

⚫教育課程企画特別部会が令和８年夏頃までに取りまとめを行うことを踏まえ、情報・技術WGでは次回以降、体系の明確化とそれを
分かりやすく示す工夫について検討を進める。その際、両特別部会にも検討状況を随時報告してフィードバックを得ながら検討を深め、
令和８年６月を目途に一定の結論を得て、両特別部会に最終的に報告する

⚫ このため、①教科としての目標を実現するために、各領域・内容項目が相

互にどのような関係にあるのかの整理、②各内容項目の学習内容イメージ

を踏まえ、より具体化した内容のまとまりごとの整理（まとまりごとの関係の

整理を含む。）を進めつつ、他教科等のWGや社会全体にも理解しやすい

全体像を示してはどうか

目標

領域

内容項目
（高次の資質・能力の単位）

内容のまとまり

学習内容イメージ

情報や技術でものを生み出し、
生活や社会の問題を発見・解決する資質・能力

情報技術 情報を基盤とした生産技術

(2)情報表現と
デジタル化

(1) (3)
(1)材料加工と
デジタル製作

見方・考え方 ～情報や技術を適切に活用したり新たな価値を創造したりする

(2) (3) (4)

（例：情報・技術科（仮称）の体系を構成する要素）

情報を批判的に
吟味する

・・・
情報を分かりやすく
表す・伝える

フィルターバブル、エコーチェンバー、
など情報の特性

・・・
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